
広報
北アルプス展望の里・花とハーブの里・信州あづみ野池田町

Azumino-Ikeda

９

令和３ 年

2 0 2 1

CONTENTS 主な内容

No.659

GIGA スクール特集　池田町の ICT 教育のこれから・・・・・・・・ 2・3

シリーズ　用語から読み解く町の財政状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

農業委員・農地利用最適化推進委員の募集について・・・・・・・・・ 6

池田町の話題人をご紹介！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

　8月2～5日、高瀬中2年生が町内外の28事業

所で職場体験を行いました。生徒それぞれが興

味のある分野を選択し、将来の進路選択を考える

きっかけとしました。　　関連記事　12ページ

高瀬中で職場体験学習

日本一美しいまちを目指します



【 特 集 】池 田 町 の I C T 教 育 の こ れ か ら！

信州池田町学びの郷　長月だより

皆
さ
ん
は
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
や
「
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
昨
年
か
ら
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を
背
景
に
、
全
国

の
小
中
学
校
で
一
斉
に
推
進
さ
れ
て
い
る
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構
想
」
は
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
日
本
語
訳
は
「
情
報
通
信
技
術
」

で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ
ン
等
の

機
器
を
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
が
そ
れ
ぞ

れ
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
探
求
し
、
様
々
に
工

夫
し
な
が
ら
表
現
し
合
い
、
創
造
的
に
学
び
合

う
こ
と
を
総
称
し
て
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
と
言
い

ま
す
。

多
く
の
諸
外
国
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
で
も
社
会
の
技
術
革
新
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
子
ど
も
達
を
取
り

巻
く
学
校
教
育
の
ス
タ
イ
ル
が
、
い
ま
大
き
く

変
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

従
来
の
学
校
教
育
で
は
、
例
え
ば
１
ク
ラ
ス

35
人
前
後
の
子
ど
も
達
に
対
し
て
、
１
人
の
先

生
が
教
科
書
に
基
づ
き
、
同
じ
内
容
の
授
業
を

同
じ
ペ
ー
ス
、
や
り
方
で
教
え
る
ス
タ
イ
ル
が

一
般
的
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
全
て
の
子

ど
も
達
が
満
足
で
き
る
授
業
を
行
う
こ
と
は
難

し
く
、
本
来
一
人
ひ
と
り
多
様
な
能
力
や
特
性

を
持
つ
子
ど
も
達
の
理
解
度
に
も
差
が
出
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
達
に
は
「
知
識
や
情

報
」
を
一
つ
で
も
多
く
「
覚
え
る
」
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
先
生
方
も
テ
ス
ト
で
良
い
点
が
取
れ

る
教
え
方
が
期
待
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会

の
構
造
や
価
値
観
が
急
激
に
変
化
す
る
予
測
困

難
な
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に

は
、
「
柔
軟
な
思
考
と
的
確
に
判
断
で
き
る

力
」
を
培
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
与
え
ら
れ

る
知
識
だ
け
を
ひ
た
す
ら
覚
え
た
り
、
先
生
に

言
わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
学
習
し
た
り
す
る
だ
け

の
受
け
身
の
姿
勢
で
は
、
自
立
し
た
幸
せ
な
社

会
生
活
を
送
っ
た
り
、
自
分
の
夢
を
実
現
し
た

り
す
る
た
め
の
力
は
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

図
１
は
、
文
部
科
学
省
が
令
和
２
年
度
か
ら

の
学
習
指
導
要
領
で
説
明
し
て
い
る
、
新
し
い

時
代
を
生
き
る
子
ど
も
達
に
育
成
す
べ
き
「
資

質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
」
で
す
。
知
識
・
技
能

が
重
視
さ
れ
る
時
代
は
終
わ
り
「
学
び
に
向
か

う
力
、
人
間
性
等
」
と
「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
」
が
総
合
的
に
育
ま
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
さ

ら
に
発
展
し
て
い
く
社
会
で
は
、
知
識
や
情
報

を
覚
え
る
よ
り
も
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
創

造
的
な
学
び
や
活
動
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

と
て
も
大
切
で
す
。

よ
り
多
く
の
知
識
や
情
報
を
覚
え
る
と
い
う

点
で
、
Ａ
Ｉ
は
人
間
よ
り
も
は
る
か
に
優
れ
て

い
ま
す
が
、
感
情
を
共
有
し
、
豊
か
な
言
葉
や

活
動
を
創
り
だ
す
こ
と
は
、
人
間
に
与
え
ら
れ

た
と
て
も
重
要
な
能
力
で
あ
り
、
そ
れ
を
育
む

こ
と
が
学
校
教
育
の
目
的
で
す
。

【図１】
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池
田
町
の
小
中
３
校
で
も
、
７
月
か
ら
い
よ
い
よ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
が
始
ま
り
、
７
５
５
台
の
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
Ｐ
Ｃ
が
、
全
て
の
児
童

生
徒
と
先
生
に
１
人
１
台
ず
つ
貸
与
さ
れ
、
日
々
の
授
業
や
教
育
活
動

で
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。
小
中
３
校
に
は
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

も
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
２
学
期
か
ら
子
ど
も
達
は
パ
ソ

コ
ン
を
存
分
に
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
関
心
に
基
づ
い
た

テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
探
求
的
に
楽
し
く
学
ん
で
く
れ
る
と
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

池
田
町
は
パ
ソ
コ
ン
の
調
達
や
高
速
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
に
は
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
先
行

し
て
、
昨
年
度
か
ら
町
独
自
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
を
配
置
し
て
小
中
３
校
の
先
生
方
の
研
修
を
繰
り
返
し
丁

寧
に
実
施
し
、
各
校
で
使
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

や
情
報
共
有
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る

の
で
、
パ
ソ
コ
ン
導
入
時
の
現
場

の
混
乱
は
少
な
く
、
先
生
方
も
導

入
直
後
か
ら
す
ぐ
に
授
業
で
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
一
般
社
団
法

人
エ
ン
タ
ー
キ
ー
の
代
表
理
事
で

あ
る
濱
田
康や
す
し

さ
ん
と
、
元
東
京
都

公
立
小
学
校
主
幹
教
諭
で
長
野
県

公
立
小
学
校
非
常
勤
講
師
で
あ
る

清
水
智さ
と
し

さ
ん
の
お
２
人
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る

高
い
専
門
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
学
校
現
場
を
知
り
尽
く
し
た

お
２
人
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
現
場
の
先
生
方
か
ら

の
信
頼
も
絶
大
で
あ
り
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
機
器
を
整
備
し
た
だ
け
で
は

宝
の
持
ち
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

前
に
、
ま
ず
は
先
生
方
の
知
識
や
経
験
の
充
実

を
図
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
づ
く
り
や

学
校
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
か
ら
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
、
池
田
町
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
一
番
の
強
み
だ
と
言
え
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
由
で
主
体
的
な
学
び

は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
達
は

そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
な
感
性
や
創
造
力
を
発
揮
し

て
、
大
人
が
驚
く
よ
う
な
表
現
を
創
り
だ
し
て

く
れ
ま
す
。

７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
５
回
教
育
大

綱
町
民
懇
談
会
」
で
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
お

２
人
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
達
は
年
齢
も
性
別
も
性
格
も
、

様
々
な
特
性
や
ハ
ン
デ
ィ
も
超
え
て
そ
の
子
ら

し
く
表
現
で
き
る
そ
う
で
す
。
何
か
に
つ
け
大

人
達
は
心
配
ば
か
り
し
ま
す
が
、
子
ど
も
達
に

は
失
敗
を
恐
れ
ず
に
ど
ん
ど
ん
未
来
の
学
び
を

体
験
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
「
良
き
使
い
手
」
と
し
て

成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
ご
家
庭
で
も
ど
ん
ど
ん
使
う
場
面
が
増
え
ま

す
が
、
ど
う
か
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

池
田
町
教
育
長　

竹
内
延
彦
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【
問
い
合
せ
先
】学
校
保
育
課	

℡（
６
１
）１
４
３
０

教
育
委
員
会
の
情
報
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

信州池田町
学びの郷だより

交流センターかえで
▲ ICT 教育をテーマとした第 5 回教育大綱町民懇談会
　（右の QR コードから当日の動画をご覧ください。）

▲ PC 貸与式（会染小）



　

町
職
員
は
、
正
規
職
員
と
会
計
年
度

任
用
職
員
の
２
つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
地
方
公
務

員
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和
２
年
度
か

ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
非
常
勤
職
員
の

制
度
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
の
臨
時
職
員
お
よ
び

嘱
託
職
員
な
ど
の
非
常
勤
職
員
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
ま
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
は
期
末
手
当
の
支

給
や
昇
給
が
あ
り
ま
す
。

　

町
職
員
数
の
推
移
は
図
１
の
と
お
り

で
す
。

　

正
規
職
員
と
常
勤
の
会
計
年
度
任
用

職
員
を
合
わ
せ
た
職
員
数
（
棒
グ
ラ
フ

の
■
と

の
計
）
は
、
平
成
30
年
度
と

令
和
２
年
度
の
２
２
６
人
が
最
も
多
く
、

令
和
３
年
度
以
降
は
２
１
０
人
前
後
で

推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
正
規
職
員
の
退
職
予
定
者
は

令
和
３
年
度
末
に
２
人
、
令
和
６
年
度

末
※

に
１
人
い
ま
す
が
、
人
件
費
抑
制
の

た
め
退
職
補
充
は
行
わ
な
い
予
定
で
す
。

※
定
年
延
長
の
動
き
が
あ
る
た
め
、
退

職
の
時
期
は
流
動
的
で
す
。

　

町
職
員
の
人
件
費
の
推
移
は
図
２
の

と
お
り
で
す
。

　

図
１
は
年
度
当
初
の
職
員
数
、
図
２

は
決
算
額
ま
た
は
決
算
見
込
額
の
た

め
、
単
純
な
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

正
規
職
員
の
人
件
費
は
、
平
成
28
年
度

以
降
令
和
２
年
度
ま
で
は
、
職
員
数
の

増
加
と
比
例
し
て
伸
び
て
い
ま
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
令
和
３
年
度
以

降
、
退
職
補
充
は
行
わ
な
い
予
定
で
い

る
も
の
の
、
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度

ま
で
の
間
に
育
児
休
業
復
職
者
が
11
人

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
５
年
度
以

降
、
正
規
職
員
人
件
費
は
増
え
る
見
込

み
で
す
。

　

ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
も
、
昇

給
な
ど
に
よ
り
人
件
費
の
増
が
見
込
ま

職
員
の
形
態

職
員
数

職
員
人
件
費

れ
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
公
債
費
（
借

入
金
の
返
済
）や
扶
助
費（
社

会
保
障
に
係
る
給
付
）
と
同

じ
く
、
経
常
的
な
経
費
の
中

の
「
義
務
的
経
費
」
に
位
置

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
裁
量
の
余

地
が
な
い
、
ま
た
は
少
な
い

経
費
で
す
が
、
こ
と
人
件
費

に
関
し
て
は
、
組
織
の
ス
リ

ム
化
に
よ
っ
て
削
減
を
図
る

よ
う
、
現
在
、
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
で
議
論
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

人
件
費
削
減
に
向
け
て

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課		

財
政
係　

℡（
６
２
）３
１
２
９

※年度当初の人数、R4以降は見込み、会計年度任用職員はR1までは臨時職員

92 99 101 100 106 102 100 100 100 99

117 121 125 125 120 112 111 110 107 107

57 56 54 48 65 55 55 55 55 55

計266 計276 計280 計273 計291
計269 計266 計265 計262 計261

0
50

100
150
200
250
300
350

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

職員数の推移

正規職員数 会計年度任用職員数（常勤） 会計年度任用職員数（必要時随時）

（人）

図１

※決算額、R3以降は見込み

6.51 6.79 6.86 6.95 7.06 7.1 7.05 7.33 7.46 7.46

2.02 2.46 2.54 2.46 2.51 2.56 2.55 2.51 2.47 2.5

8.53
9.25 9.4 9.41 9.57 9.66 9.6 9.84 9.93 9.96

0
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12

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

人件費の推移

正規職員人件費 会計年度任用職員人件費 計

（億円）
図２
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シリーズ
用
語
か
ら
読
み
解
く
町
の
財
政
状
況

『
人
件
費
』

　

人
件
費
は
、
職
員
給
与
の
ほ
か
、
議
員
、
各
種
委
員
報
酬
、
特
別
職
給
与
、

会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬
、
共
済
費
な
ど
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
町
職
員
の
人
件
費
に
焦
点
を
当
て
て
お
伝
え
し
ま
す
。

・
令
和
元
年
度
は
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
増
や
、
地
方
債
の
返
済
額
増
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
常
備
消
防
費
や
池

田
松
川
施
設
組
合
（
給
食
セ
ン
タ
ー
分
）

の
負
担
金
増
等
に
よ
り
、
比
率
が
増
加
し

ま
し
た
。

・
令
和
２
年
度
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
報
酬

（
令
和
元
年
度
ま
で
は
臨
時
職
員
賃
金
で

臨
時
的
扱
い
）
を
経
常
的
な
人
件
費
と
し

て
計
上
し
た
こ
と
が
プ
ラ
ス
要
因
で
す
が
、

臨
時
的
な
経
費
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
多
く
、
ト
ー
タ
ル
で

は
前
年
度
よ
り
2
．
1
ポ
イ
ン
ト
の
減
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。

広報いけだ８月号２ページ
『経常収支比率』の補足説明

直近３カ年の比率増減の主な理由

年度 平成 30 令和元 令和 2

経常収支比率 85.0% 91.5% 89.4%



　

「
自
動
車
運
転
免
許
の
返
納
を
考
え
て
い
る
け

ど
、
日
用
品
の
買
い
物
は
ど
う
し
よ
う
」
「
急
な
骨

折
で
一
時
的
に
運
転
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
な
ど
で
お
悩
み
の
方
に
、
各
種
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

買い物支援サービスをご利用ください
　

公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を

利
用
し
て
、
協
力
店
舗
に
て
自
分
で
買
い
物
を
す

る
と
、
買
っ
た
も
の
（
自
分
で
持
ち
帰
れ
な
い
荷

物
）
が
郵
便
局
の
配
達
で
翌
日
配
送
さ
れ
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
ま
た
は
介
護
保
険
の
認
定
を
持

つ
２
号
被
保
険
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関
で
買
い
物
を

行
っ
て
い
る
方

②
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
り
重
い
荷
物
を
運
ぶ
こ

と
が
困
難
な
方

③
運
転
免
許
を
返
納
（
予
定
を
含
む
）
し
、
日
常

生
活
活
動
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
方

　

荷
物
の
配
達
費
用
：
５
０
０
円

（
交
通
費
や
買
い
物
費
用
は
別
途
か
か
り
ま
す
）

事
業
概
要

対
象
者

費
用

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課		

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

℡（
６
１
）５
０
０
０

　
　
　
　
　
　

池
田
町
社
会
福
祉
協
議
会		

地
域
支
え
合
い
推
進
係　

℡（
６
２
）９
５
４
４

買
い
物
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

事
前
に
担
当
者
が
希
望
す
る
支
援
の
内
容
を
聞
き
取
り

ま
す
。聞
き
取
り
で
決
め
た
日
時
に
協
力
会
員
が
訪
問
し
、

車
で
希
望
の
お
店
へ
一
緒
に
出
掛
け
ま
す
。出
発
か
ら
帰
宅

ま
で
必
要
に
応
じ
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
介
護
度
が
要
支
援
１
、２
ま
た
は
事
業
対

象
者
の
う
ち
、バ
ス
停
ま
で
遠
い
、公
共
交
通
機
関
を
利
用

で
き
な
い
、１
人
で
出
か
け
る
こ
と
が
不
安
な
ど
、何
ら
か

の
理
由
で
買
い
物
に
行
け
な
い
方

　

約
１
０
０
０
円（
時
間
や
距
離
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

事
業
概
要

対
象
者

費
用

ぶ
ら
り
お
で
か
け
乗
り
ま
し
ょ
カ
～

　

事
前
に
担
当
者
が
希
望
す
る
支
援
の
内
容
を
聞
き
取
り

ま
す
。聞
き
取
り
で
決
め
た
日
時
に
協
力
会
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
い
た
買
い
物
リ
ス
ト

を
渡
す
な
ど
、買
っ
て
く
る
も
の
を
決
め
、お
金
を
渡
し
て

代
わ
り
に
買
っ
て
き
て
も
ら
い
ま
す
。

登
録
料
５
０
０
円（
年
間
）、活
動
費
３
０
０
円（
30
分
）、

交
通
費
１
㌔
㍍
に
つ
き
40
円

事
業
概
要

費
用

サ
ポ
ー
ト
て
る
て
る

（
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）

　

未
就
園
児
の
親
子
対
象
の
ひ
ろ
ば
会
場
を
変
更
し
、
回

数
を
増
や
し
ま
し
た
。
保
育
士
や
助
産
師
も
同
席
し
、
気

軽
に
子
育
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
。
親
子
で
安
心
し
て
過

ご
す
場
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】健
康
福
祉
課		

多
世
代
相
談
セ
ン
タ
ー

℡（
６
１
）５
０
０
０

◆
か
え
で
キ
ッ
ズ
遊
び
広
場

《
日
時
》
毎
週
月
曜
日（
※
祝
日
除
く
）午
前
10
時
～
正
午

《
場
所
》
総
合
体
育
館　

柔
剣
道
場

《
内
容
》
動
き
や
す
く
怪
我
の
心
配
も
少
な
い
畳
の
上

で
、
サ
ー
キ
ッ
ト
遊
び
な
ど
親
子
で
身
体
を
た

く
さ
ん
動
か
し
て
丈
夫
な
身
体
を
育
む
。

◆
か
え
で
キ
ッ
ズ
お
話
広
場

《
日
時
》
水
曜
日
（
月
１
回
程
度
）
午
前
10
時
～
正
午

（
『
お
話
し
出
て
こ
い
』
と
同
時
開
催
）

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

図
書
館
・
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス

《
内
容
》
親
子
で
絵
本
の
世
界
に
親
し

み
、
読
書
の
楽
し
さ
を
味
わ

い
、
豊
か
な
心
を
育
む
。

◆
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相
談

　

普
段
忙
し
く
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

員
が
出
張
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。
「
保
育
園
入
園
に
合
わ

せ
て
仕
事
を
し
た
い
」
「
短
時
間
の
仕
事
は
あ
る
？
」
な

ど
仕
事
に
関
す
る
質
問
に
相
談
員
が
丁
寧
に
答
え
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

《
日
・
会
場
》
９
月
８
日
（
水
）
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

　
　
　
　
　
　

10
月
４
日
（
月
）
総
合
体
育
館

《
時
間
》
午
前
10
時
～
正
午

多世代相談センターだより　「乳幼児のあそびの広場」「ハローワーク出張相談」のお知らせ

詳
し
い
日
程
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。▶
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農業委員・農地利用最適化推進委員の募集について
　

①
農
地
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
の
役

割
や
②
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
の
許
可

な
ど
の
審
議
、
決
定
お
よ
び
現
地
調
査
を

主
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
と
連
携
し
て
、
③
遊
休
農
地

の
調
査
や
解
消
に
向
け
た
対
応
お
よ
び
④

農
地
の
貸
借
に
関
わ
る
支
援
な
ど
も
行
い

ま
す
。

　

農
地
を
耕
作
で
き
る
う
ち
に
耕
作
で
き

る
人
に
託
し
て
い
く
「
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
」
を
目
的
に
、
農
業
委
員
と
連
携

し
た
①
遊
休
農
地
の
調
査
や
解
消
に
向
け

た
対
応
お
よ
び
②
農
地
の
貸
借
に
関
わ
る

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
③
担

い
手
へ
の
利
用
集
積
・
集
約
の
取
組
み
や

④
町
の
抱
え
る
農
地
の
問
題
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
権
利
移
動
や
転

用
の
許
可
な
ど
の
審
議
の
際
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
農
業
委
員　

12
人

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員　

４
人　

　

令
和
３
年
９
月
13
日
（
月
）

～
10
月
13
日
（
水
）

　

推
薦
お
よ
び
個
人
に
よ
る
応
募
が
で
き

ま
す
。

　

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
期
日
ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
得
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
の
主
な
役
割

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

主
な
役
割　

募
集
人
数

受
付
期
間

応
募
方
法

　

町
で
は
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）
ま
で
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
農
業
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】農
業
委
員
会
事
務
局　

℡（
６
２
）３
１
２
７ ▲町 HP

ポ
イ
ン
ト

古
紙
の
種
類
を
見
極
め
る

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課		

環
境
整
美
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ご
み
で
も
ち
ゃ
ん
と
分
別
す
る
と
立
派
な
資
源
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
古
紙
（
紙
製
品
）
の
捨
て
方
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

古
紙
は
、
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
（
折
り

込
み
チ
ラ
シ
含
む
）、雑
誌
、雑
が
み
、

紙
パ
ッ
ク
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の
つ

い
た
「
紙
製
容
器
包
装
」
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
中
で
も
、
雑
が
み
は
「
も
え

る
ご
み
」
と
し
て
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

雑
が
み
も
新
聞
の
よ
う
に
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
資
源
で
す
。
捨
て
る
際

に
は
気
に
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
実
践
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

み
削
減
は
、
ご
み
の
処
理
の
過
程
や

焼
却
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
日
頃
の

工
夫
を
周
り
の
方
に
も
お
知
ら
せ
し

て
い
た
だ
き
、
ご
み
削
減
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

みんなで実践　ごみ削減！ 今からできる
ゼロカーボン

古
紙
（
紙
製
品
）
の
捨
て
方

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、

紙
パ
ッ
ク
、
雑
誌
、

雑
が
み
（
小
さ
な
雑
が
み
は
雑
誌
に

は
さ
む
、
捨
て
る
紙
封
筒
に
詰
め
る

な
ど
し
て
ま
と
め
る
）

　

種
類
ご
と
十
字
に

縛
っ
て
出
す
。

紙
製
容
器
包
装

下
記
の
マ
ー
ク
の
あ
る

紙
製
の
容
器
や
包
装

「
も
え
な
い
ご
み
・
資
源
物
」

の
袋
に
入
れ
て
出
す
。

ゼロカーボンの知識
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　 再 生 可 能 エ ネ ル
ギーとは、太陽光・風
力・水力など自然の
仕組みを利用して得
られる二酸化炭素を
出さないエネルギー
のことです。
　ゼロカーボンに向
けて省エネを心掛け
て、再生可能エネル
ギーから作られた電
気を使うように変え
ていく必要がありま
す。

再生可能
エネルギー



　

活
動
日
誌

　

池
田
町
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
！
１
月
に
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
、
８
ヵ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

冬
の
寒
さ
は
何
と
か
乗
り
越
え
今
回
、
池

田
の
夏
を
体
験
し
ま
し
た
。
内
心
関
東
に
比

べ
た
ら
大
し
た
こ
と
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
た
し
か
に
湿
度
は
関
東
に
比
べ

て
低
い
も
の
の
日
中
の
日
差
し
（
太
陽
の
ジ

リ
ジ
リ
感
）
の
強
さ
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い

位
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。
（
池
田
の
夏
、
侮

る
べ
か
ら
ず
！
家
に
エ
ア
コ
ン
が
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
！
）

　

私
の
主
な
任
務
で
あ
る
町
民
の
Ｉ
Ｔ
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
の
一
環
で
、
こ
れ
ま
で
に
、
日

本
ア
ル
プ
ス
国
際
学
院
へ
の
協
力
と
し
て
農

業
生
産
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
初
級
講
座

の
開
催
や
現
在
進
行
中
の
長
野
県
商
工
会
連

合
会
北
安
曇
支
部
か
ら
の
受
託
案
件
（
県
元

気
づ
く
り
支
援
金
活
用
）
で
商
工
会
員
向
け

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
の
初
級
講

座
を
10
月
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
方

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
上
で
ど

ん
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
か
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
所
属
が
そ
れ
ま
で
の
企
画
政

策
課
か
ら
生
涯
学
習
課
に
変
わ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
の
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
８
月
に
は
夏
休
み
の
企
画
と
し

て
、
私
の
趣
味
で
も
あ
る
鉄
道
模
型
を
使
っ

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
触
れ
て
も
ら
う
企
画
「
夏
休
み

企
画　

ス
マ
ホ
で
鉄
道
模
型
を
運
転
し
て
み

よ
う
！
」
を
行
う
予
定
で
す
。
こ
れ
は
通
常

の
ア
ナ
ロ
グ
制
御
（
レ
ー
ル
に
直
接
つ
な

が
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
し
て
列
車

を
運
転
す
る
）
の
で
は
な
く
各
車
両
に
マ
イ

コ
ン
を
搭
載
し
て
レ
ー
ル
上
に
あ
る
車
両
を

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
管
理
さ

せ
、
デ
ジ
タ
ル
制
御
下
で
運
転
す
る
と
い
う

も
の
で
す
（
Ｄ
Ｃ
Ｃ
と
い
い
ま
す
）
。
そ
の

た
め
ア
ナ
ロ
グ
制
御
で
は
な
か
な
か
で
き
な

い
よ
う
な
２
台
同
時
運
転
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
の
無
線
運
転
な
ど
の
操
作
も
実
現
し

て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
企
画
を
通
し
て
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
技
術
を
身
近
に
感
じ
て
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
段
階
で
は
、
目
下
準
備
で
慌
た
だ

し
い
で
す
！

　

町
の
皆
さ
ん
に
も
私
の
存
在
を
少
し
ず
つ

認
知
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先
日
も

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
の
利
用

者
か
ら
ス
マ
ホ
操
作
に
つ
い
て
相
談
を
い
た

だ
き
、
設
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ

「
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

も
教
え
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
、
日
を
改
め
て
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

に
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
来
て
い
た
だ
い
て

メ
ー
ル
の
設
定
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
困
っ
て
い
る
こ
と

の
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

何
か
、
Ｉ
Ｔ
関
連
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
等
）
の
こ
と
で
お
困
り
で

し
た
ら
、
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
に
お
り
ま

す
の
で
、
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
お
声
を
聴
か
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届

く
企
画
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

砂
田　

祐
助

生
涯
学
習
課  

生
涯
学
習
係

№ 76
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大
町
岳
陽
高
等
学
校
３
年
生
の
川
嶋
さ
ん
（
三
丁
目
）
は
「
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
の
注
目
選
手
で
す
。

　

川
嶋
さ
ん
は
小
学
３
年
生
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
お
父
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
参
加
し

た
大
か
え
で
倶
楽
部
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
座
だ
そ
う
で
す
。

　

川
嶋
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
魅
力
を
聞
く
と
「
な

か
な
か
登
れ
な
い
課
題
を
突
破
し
た
時
の

達
成
感
が
魅
力
で
す
。
ま
た
腕
の
力
だ
け

で
な
く
、
つ
か
み
方
や
動
き
方
を
考
え
な

が
ら
登
る
の
が
楽
し
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
と
11
日
に
小
谷
村
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
北
信
越
国
体
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
少
年
女
子
で
は
、
ペ

ア
の
中
嶋
諒り
ょ
う

さ
ん
（
17
）
＝
安
曇
野
市
・

松
商
学
園
高
校
３
年
＝
と
と
も
に
県
勢
初

の
総
合
１
位
に
輝
き
、
10
月
に
開
か
れ
る

三
重
国
体
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

「
目
標
は
、
ま
ず
決
勝
に
残
る
こ
と
。

そ
し
て
１
年
生
時
の
国
体
で
の
８
位
入
賞

の
結
果
を
上
回
れ
る
よ
う
に
、
少
年
女
子

最
後
の
大
会
で
全
力
を
尽
く
し
た
い
で
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

川
嶋  

す
ず
菜　

さ
ん
（
17
）

池田町の話題人をご紹介！

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課		

町
づ
く
り
推
進
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

▶
力
強
く
壁
を
登
る
川
嶋
さ
ん

　

ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
を

導
入
し
ま
し
た
！　

　

７
月
、
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使

用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
で
使

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
生
徒
た

ち
は
毎
日
進
ん
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
触
れ

な
が
ら
、
使
い
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
用
の
広
が
り
に
、
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
学
ぶ

　

パ
ラ
ボ
ッ
チ
ャ
選
手
の
高
野
雅
也
さ

ん
、
パ
ラ
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
の
三

澤
拓
さ
ん
が
来
校
し
ま
し
た
。
３
年
生

は
高
野
さ
ん
の
講
演
を
拝
聴
し
、
一
緒

に
ボ
ッ
チ
ャ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
２
年
生
は
、
三
澤
さ
ん
の
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
前
向
き

な
姿
、
目
標
へ
向
か
っ
て

努
力
す
る
姿
か
ら
、
多
く

の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い

で
す
。

　

て
す
い
ぽ

　

高
瀬
中
学
校
で
は
、
「
て
す
い
ぽ
」

と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
て
す
い
ぽ
」
と
は
、
町
に
「
ぽ
い
す

て
」
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
う
活
動
で
す
。

　

平
成
９
年
に
始
ま
り
、
続
け
て
き
た

活
動
で
す
が
、
な
か
な
か
ゴ
ミ
が
減
ら

な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
町
に
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
を
減

ら
す
た
め
に
、
今
年
度
は
「
て
す
い

ぽ
」
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
町
の
公
共

施
設
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
町
の
皆

さ
ん
に
ポ
イ
捨
て
防
止
の
呼
び
か
け
を

し
て
い
ま
す
。
ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
が

い
な
く
な
れ
ば
「
て
す
い
ぽ
」
を
し
な

く
て
も
町
を
き
れ
い
に
保
て
ま
す
。

　

池
田
町
を
さ
ら
に
き
れ
い
な
町
に
す

る
た
め
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

生
徒
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

高 瀬 中 学 校
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◆
活
動
の
窓
◆

い
き
い
き
元
気
！
み
の
り
塾

　

夏
休
み
特
別
番
外
編
！

教
え
て
！
南
極
観
測
隊　

　

７
月
27
日
に
い
き
い
き
元
気
！
み

の
り
塾
夏
休
み
特
別
番
外
編
講
座

「
南
極
の
魅
力 

～
教
え
て
！
南
極

観
測
隊
～
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え

で
の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
日
本
南
極
地
域
観
測
隊

越
冬
隊
員
の
小
久
保
陽
介
さ
ん
（
安

曇
野
市
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
子

ど
も
の
部
と
大
人
の
部
の
二
部
に
渡

り
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
隊
員
の
活
動
風
景
や

昭
和
基
地
内
の
施
設
紹
介
な
ど
を
現

地
で
撮
影
さ
れ
た
貴
重
な
映
像
と
写

真
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
部
で
は
、
放
課
後
子
ど

も
教
室
池
田
・
会
染
や
、
池
田
・
会

染
児
童
ク
ラ
ブ
の
小
学
１
～
３
年
生

86
人
が
参
加
し
、
非
日
常
的
な
南
極

の
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
中
で

も
、
講
演
中
に
行
わ
れ
た
南
極
ク
イ

ズ
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
「
ペ
ン
ギ

ン
の
足
の
裏
は
何
色
？
」
や
「
マ
イ

ナ
ス
20
度
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
ど
う
な

る
か
？
」
な
ど
の
問
題
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
半
は
子
ど
も
部
門
、
大
人

部
門
を
通
し
て
「
な
ぜ
南
極
で
は

太
陽
が
沈
ま
な
い
時
期
が
あ
る
の

か
？
」
や
「
ど
う
す
れ
ば
観
測
隊
に

な
れ
る
の
か
？
」
な
ど
多
く
の
質
問

が
投
げ
か
け
ら
れ
、
小
久
保
さ
ん
が

一
つ
一
つ
丁
寧
に
お
答
え
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
、
ホ
ワ
イ
エ
に
国

立
極
地
研
究
所
か
ら
い
た
だ
い
た
本

物
の
南
極
の
氷
が
展
示
さ
れ
、
参
加

者
は
南
極
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

小
久
保
さ
ん
は
、
今
年
10
月
に
自

身
４
度
目
と
な
る
越
冬
隊
員
と
し
て

南
極
へ
向
か
う
予
定
と
の
こ
と
で
す

す
。ふ

る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　

広
津
の
竹
を
使
っ
て

何
が
で
き
る
か
な
？　

　

7
月
17
日
に
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
３
回
目
の
講
座
「
広
津
の
竹
で

工
作
し
よ
う
！
」
を
交
流
セ
ン
タ
ー

か
え
で
の
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。
広
津
地
区
の
活
性
化
等
に
取
り

組
む
大
学
生
団
体
「
広
津
の
杜も
り

」
の

メ
ン
バ
ー
を
講
師
に
お
招
き
し
、
荒

れ
た
竹
林
か
ら
切
出
し
た
竹
を
活
用

し
、
今
回
は
竹
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作

り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
で
は
竹
馬
で

遊
び
、
竹
の
様
々
な
活
用
法
を
学
び

ま
し
た
。

ふ
る
チ
ャ
レ
畑
夏
野
菜
収
穫
！

　

８
月
５
、
６
日
と
予
定
し
て
い
た

ふ
る
チ
ャ
レ
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
を
考
慮
し
て
、
大
幅
に
内
容
を

変
更
し
６
日
の
み
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

電
気
工
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ボ

ッ
チ
ャ
大

会
の
後
、

５
月
に
メ

ン
バ
ー
で

協
力
し
て

植
え
た
ふ

る
チ
ャ
レ

畑
の
野
菜

を
収
穫
し

ま
し
た
。

あ
な
た
の
か
ら
だ
大
丈
夫
？

　

池
田
町
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

大
か
え
で
倶
楽
部
で
は
、
町
民
球
技

大
会
当
日
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
運
動
不

足
に
な
り
が
ち
な
方
や
、
自
分
の
身

体
や
健
康
に
興
味
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
し
た
「
体
力
・
か
ら
だ
測
定

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
自
分
の
体
力
や
骨
密
度
、
筋
肉

量
な
ど
に
つ
い
て
知
り
、
今
後
の
健

康
増
進
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

《
日　

時
》
10
月
10
日
（
日
）

午
前
9
時
～
正
午

《
会　

場
》
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

《
参
加
費
》
無
料

《
持
ち
物
》
上
履
き

《
申
込
方
法
》

　

池
田
町
に
在
住
・
お
勤
め
の
７
歳

以
上
の
方
な
ら
男
女
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
総
合
体
育
館

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

【
問
い
合
せ
先
】総
合
体
育
館

℡（
６
２
）７
６
５
４

▲小久保陽介講師

▲子どもの部会場の様子

▲上手く乗れるかな？

▲２万年前の空気が閉じ込め
　られた南極の氷

▲収穫した野菜とハイ、チーズ！
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公
民
館
か
ら

総
合
体
育
館
か
ら



☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前	９	時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前	９	時～午後５時
☆９月の休館日　6・13・20・27・28 日

（28 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

「
安
曇
野
キ
ル
ト
公
募
展
２
０
２
１
」

９
月
11
日
（
土
）
か
ら
開
催
！

【
問
い
合
せ
先
】

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

平
成
16
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
当
館
の
キ
ル
ト
展
は
、
今
回
で
17
回
目
と
な

り
ま
す
。

　

審
査
員
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
キ
ル
ト
作
家
宮
内
恵
子
氏
（
長
野
市
）

を
お
迎
え
し
、
招
待
作
家
と
し
て
徳
嵩
よ
し
江
氏
（
松
本
市
）
、
中
沢
フ
ェ

リ
ー
サ
氏
（
上
田
市
）
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
彩
な
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、

バ
ッ
グ
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
小
物
作
品
な
ど
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
公
募
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
ま
す
が
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
た
会
場
に
お
い

て
、
制
作
者
の
一
針
一
針
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》９
月
11
日（
土
）～
10
月
24
日（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日（
９
月
20
日
は
開
館
）・

　
　
　
　
　

９
月
21
日（
火
）

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
）

　
　
　
　

※
当
面
の
間
、時
短
営
業
中
。

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ
・
Ｂ

《
観
覧
料
》一

般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
４
０
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

▲「バラのプレゼント」
宮内恵子

　

当
館
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

状
況
に
よ
り
、
臨
時
休
館

や
開
館
時
間
の
短
縮
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
情
報
や
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
諸
注
意

を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://navam
.jp

）

に
記
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
来
館
に
あ
た
っ
て

の
お
願
い
】

いただきまーすたまごの旅人

その他の新着書
噂を売る男 梶よう子
硝子の塔の殺人 知念実希人
紅きゆめみし 田牧大和
巨鳥の影 長岡弘樹
時間の日本史 佐々木勝浩
ホワイトバグ生存不能　安生正
ムスコ物語 ヤマザキマリ
妖怪がやってくる 佐々木高弘
まーるいまーるい せなけいこ

農家が教えるタネ採り・タネ交換
農文協 編

作家は時代の神経である　高村薫
うそをつく子　トリイ・ヘイデン
九十八歳。戦いやまず日は暮れず

佐藤愛子
シークレット・エクスプレス

真保裕一
ふしぎなヒーローやさん

みやにしたつや

近藤 史恵 著
（実業之日本社）

念願叶って海外旅行の
添乗員になった遙。アイス
ランド、パリなどでツアー
参加者の特別な瞬間に寄
り添う。し かし 2020 年、
予想外の事態が起こる。

accototo さく
（大日本図書）

今日のごはんは お魚。
「この お 魚 はどこから

来たんだろう？」お料理
する父さんと一緒に、
お魚がやってきた道を
たどってみます。

ハーブを楽しむ連続企画⑤
『ハンドバスで夏の疲れを癒しましょう』

ハンドバスとは“手浴”のこと。フレッシュハーブ
や色とりどりの花を浮かべたお湯に手を浸します。
爽やかな香りの中で、ひととき心身ともにリラック
スしましょう。

日時：9 月 16 日（木）午前 10 時 30 分～　
会場：交流センター クラフトルーム
講師：中平 生恵さん
（ハーバルヘルスケアトレーナー）
募集人数：8 名　　参加費：500 円

知られざる古墳ライフ
え？ハニワって古墳の上に立ってたんですか？

譽田 亜紀子 著
スソ アキコ イラスト

松木 武彦 監修
（誠文堂新光社）

創意工夫にとんだお
墓とハニワで象徴され
る古墳時代に迫ります。
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11
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）開
催
予
定
の
創
造
館
秋
ま
つ
り
で「
気
ま
ま
に

コ
ン
サ
ー
ト
」と「
ワ
ン
・
コ
イ
ン
の
手
作
り
市
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
変
更
や
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先
】

創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

第
５
回 

創
造
館
秋
ま
つ
り

「
気
ま
ま
に
コ
ン
サ
ー
ト
」

「
ワ
ン
・
コ
イ
ン
の
手
作
り
市
」
参
加
者
募
集
！

募
集
内
容

▲昨年の参加風景

クラフトパーク＆創造館だより

私
が
小
学
生
の
頃
（
30
年
前
）
は
ラ
ン

ド
セ
ル
の
色
が
黒
と
赤
し
か
な
く
、
自
分

で
好
き
な
色
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
必
然
的
に
男
の
子
は
黒
、
女
の
子
は

赤
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
小

学
生
の
私
は
「
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ
な

ぁ
」
と
何
も
疑
問
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。時

は
経
っ
て
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
も
多

様
化
し
ま
し
た
。
紺
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ピ
ン

ク
、
シ
ル
バ
ー
な
ど
。
ラ
ン
ド
セ
ル
を
販

売
す
る
会
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

い
ま
で
も
男
の
子
に
は
黒
や
青
系
、
女
の

子
に
は
赤
系
を
選
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
お
そ
ら
く
多
く
の
場
合
、
親
が
選
ん

で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
「
男
の
子
な

の
に
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
る
」

な
ど
と
他
の
子
ど
も
か
ら
指
摘
さ
れ
る
こ

と
を
心
配
し
て
の
親
の
配
慮
の
よ
う
で

す
。

社
会
は
多
様
化
し
て
こ
れ
ま
で
よ
り
も

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
依
然
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
偏
見
は
存
在
し
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

壁
を
作
っ
て
い
る
の
は
大
人
で
あ
り
、
子

ど
も
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
育
ち
ま
す
。

偏
見
や
差
別
が
無
く
、
個
人
の
自
由
を
尊

重
で
き
る
社
会
が
望
ま
れ
ま
す
。

ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
う
の
は
子
ど
も
な

の
で
、
子
ど
も
自
身
に
好
き
な
色
を
選
ば

せ
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
ね
。
（
鈴
木
）

男
女
共
同
参
画　

自
分
ら
し
く
生
き
る

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色

【
問
い
合
せ
先
】池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局　

℡（
６
２
）２
０
５
８

出
典
：
男
女
共
同
参
画
啓
発
か
る
た

　
　
　
（
長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
い
と
ぴ
あ
）
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気
ま
ま
に
コ
ン
サ
ー
ト

《
日
時
》

11
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

《
会
場
》

創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル

《
内
容
》

　

誰
で
も
気
軽
に
舞
台
の
上
で
演

奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
人
数
に
応
じ
た
持
ち
時

間
で
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
。

（
持
ち
時
間
）

１
人　
　
　

15
分
間

２
人　
　
　

15
～
30
分
間

３
人
以
上　

15
～
45
分
間

《
参
加
費
》
無
料

《
応
募
方
法
》

　

希
望
の
日
時
を
先
着
順
で
受
け

付
け
ま
す
。
受
付
開
始
日
時
や
内

容
な
ど
、
詳
し
く
は
創
造
館
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン・コ
イ
ン
の
手
作
り
市

《
日
時
》

11
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

《
会
場
》

創
造
館
ロ
ビ
ー

《
内
容
》

　

手
作
り
の
品
を
５
０
０
円
以

内
で
販
売
で
き
ま
す
。
販
売
ス

ペ
ー
ス
は
長
机
一
つ
の
大
き
さ

で
す
。
売
上
げ
の
５
㌫
相
当
額

を
創
造
館
へ
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。



池
田
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
等
訓
練

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課		

危
機
管
理
対
策
室

℡（
６
２
）３
１
３
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
昨
年
か
ら

ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
操
法
技
術
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
操
法
等
講
習
会
が
、
７
月
11
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
今
年
に
消
防
団
に
入
団
し
た
新
入
団

員
を
主
な
対
象
に
規
律
と
放
水
訓
練
を
行
い
、

消
防
活
動
の
基
本
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
全
団
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
回
数
を

重
ね
て
い
く
予
定
で
す
。
有
事
の
際
に
ス
ム
ー

ズ
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
普
段
か
ら
備
え
て

ま
い
り
ま
す
。

▲機関操作講習の様子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業　

実
績
報
告

　

和
合
自
治
会
で
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」
を
活
用
し
て
、
納
涼
祭

の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
で
は
今
後
、
地
域
に
根

差
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】企
画
政
策
課		

町
づ
く
り
推
進
係

℡（
６
２
）３
１
２
９

　

高
瀬
中
学
校
２
年
生
が
８
月
２
日
～
５
日
、
ス
ー

パ
ー
、
福
祉
施
設
な
ど
28
事
業
所
で
職
場
体
験
学
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

今
回
お
邪
魔
し
た
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署
で

は
、
規
律
訓
練
、
放
水
訓
練
、
救
助
訓
練
な
ど
、
消
防
士

の
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
江
尻
司
さ
ん
（
滝
沢
）
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
分
野
の
仕
事
を
体
験
し
た
く
て
選
び
ま
し
た
。
放
水
訓

練
は
初
め
て
の
経
験
で
、
５
分
く
ら
い
で
疲
れ
た
の
で
、

本
番
で
１
時
間
以
上
続
け
る
こ
と
も
あ
る
と
聞
い
て
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
心
し
、
ま
た
犬
飼
佑
斗
さ
ん

（
鵜
山
）
は
「
消
防
車
の
中
を
見
せ
て
も
ら
い
、
斧
や

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
思
い
が
け
な
い
物
が
あ
っ
て
驚
き
ま

し
た
。
将
来
は
誰
か
の
助
け
に
な
れ
る
仕
事
に
就
き
た
い

の
で
、
消
防
士
の
心
構
え
な
ど
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

と
充
実
し
た
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高
瀬
中　

職
場
体
験
学
習

▲消防服に身を包む江尻さん（写真右）と
　犬飼さん
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住まいが被害を受けたとき最初にすること
　

災
害
な
ど
で
住
ま
い
が
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
に
何
か
ら
手
を
付
け

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
被
災
者
が
１
日
も
早
く
日
常
の
生
活
を
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
、
行
政
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
動
き
ま
す
。
そ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
も

被
害
状
況
の
写
真
を
撮
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家
の
被
害
状
況
を
写
真
で
記
録
し
ま
し
ょ
う

　

片
付
け
や
修
理
前
に
家
の
被
害
状
況
を
写
真
に
撮
っ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
公
的
支
援
を

受
け
る
際
や
、
保
険
会
社
に
損
害
保
険
を
請
求
す
る
際
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

家
の
外
の
撮
り
方

・
な
る
べ
く
４
方
向
か
ら
撮
り
ま
し
ょ
う
。

・
浸
水
し
た
場
合
は
浸
水
の
深
さ
が
分
か
る

よ
う
に
撮
り
ま
し
ょ
う
。

※
メ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
あ
て
て
「
引
き
」

「
寄
り
」
の
写
真
を
撮
る
と
被
害
の
大

き
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

家
の
中
の
撮
り
方

・
被
災
し
た
部
屋
ご
と
の
全
景
写
真
を
撮
り

ま
し
ょ
う
。

・
被
災
箇
所
の
「
寄
り
」
の
写
真
を
撮
り
ま

し
ょ
う
。

《
想
定
さ
れ
る
撮
影
箇
所
》

内
壁
、
床
、
窓
、
出
入
口
、
サ
ッ
シ
、

ふ
す
ま
、
障
子
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

洗
面
台
、
便
器
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど【

問
い
合
せ
先
】総
務
課		

危
機
管
理
対
策
室
ま
た
は
課
税
係

℡（
６
２
）３
１
３
１

東
西
の
空
対た

い
じ峙

す
る
雲
の
峰	

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

七
輪
に
焦こ

が
す
ど
ん
こ
の
初
な
す
び	

降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

く
た
び
れ
た
時
に
う
れ
し
き
青
葉
雨	

横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

土ど
せ
き
り
ゅ
う

石
流
人じ

ん
か家

呑
み
込
む
梅つ

ゆ雨
出で

み
ず水	

戸
坂
二
三
子
（
林

　
中
）

た
の
も
し
や
咲
き
競き

そ

ひ
た
る
百さ

る
す
べ
り

日
紅

　
　
中
沢

　

恵
（
十
日
市
場
）

何
も
か
も
忘
れ
し
人
と
沙し

ゃ
ら羅

の
花	

　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子
（
十
日
市
場
）

筆ふ
で
ぶ
と太

の
文
字
懐
か
し
き
蝮

ま
む
し

酒ざ
け	

吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

昼
さ
が
り
咲
き
揃そ

ろ

ひ
た
る
未ひ

つ
じ
ぐ
さ草	

荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

口く
ち
ぐ
せ癖

は
ど
つ
こ
い
し
よ
で
す
夕ゆ

う

端は
し
い居	

橋
戸

　
利
司
（
南

　
台
）

意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
人
生
水す

い
ち
ゅ
う
か

中
花

　
　
　
石
原

　
孟
（
南

　
台
）

11 月号掲載俳句募集
はがきに作品 1 点を記入し、９月末

日までに投稿してください。

作品には①地区名②氏名③電話番号

④中学生以下の方は学校名と学年を

明記してください。投稿多数の場合

は、選者により選考（10 句以内）

して掲載します。なお、選者により

語句の訂正等をさせていただく場合

がありますので、ご了承ください。

■あて先	

　〒 399-8696（住所不要）

池田町企画政策課
　　　　　　町づくり推進係

　　　　　　　　℡ 62-3129

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者
の

意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い
場
合

等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
池
田
俳
句
会
選
）
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町
へ
の
定
住
促
進
の
た
め
、
町
内
で
新
築

さ
れ
た
方
、
中
古
住
宅
を
購
入
さ
れ
た
方
に

補
助
い
た
し
ま
す
。
町
外
か
ら
移
住
さ
れ
る

方
だ
け
で
な
く
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
新
築
の
場
合　
　
　
　
　

10
万
円

◆
中
古
住
宅
購
入
の
場
合　

５
万
円

（
中
古
住
宅
は
50
万
円
以
上
の
物
件
が
対
象
）

《
対
象
等
》

・
建
物
の
保
存
・
移
転
登
記
が
令
和
３
年
４

月
１
日
以
降
の
物
件
が
対
象
で
す
。

・
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
５
年
以
上
町
に
住

み
続
け
る
こ
と
を
お
約
束
い
た
だ
く
こ

と
が
条
件
で
す
。

《
経
過
措
置
》

・
令
和
２
年
度
中
に
新
築
請
負
契
約
や
中
古

物
件
の
売
買
契
約
を
締
結
し
た
場
合
や
、

令
和
２
年
度
中
に
建
物
の
保
存
・
移
転

登
記
が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、
経
過

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
（
申
請
期
間
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
）

【
問
】
企
画
政
策
課		

移
住
定
住
促
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
９

　

空
き
家
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
を
活
用
す
る
場
合
に

補
助
し
ま
す
。

◆
改
修
補
助　
　

限
度
額
10
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
補
助
率
２
分
の
１
）

◆
片
付
け
補
助　

限
度
額
６
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
補
助
率
10
分
の
10
）

◆
解
体
補
助　
　

限
度
額
10
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
補
助
率
２
分
の
１
）

《
対
象
等
》

・
池
田
町
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空

　

き
家
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
売
買
契
約
等
の
締
結
が
条
件
で
す
。

・
事
業
実
施
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
経
過
措
置
》

・
令
和
２
年
度
末
ま
で
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
た
物
件
の
場
合
は
、
経
過
措

置
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
（
令
和
３
年
12
月

末
ま
で
の
事
業
完
了
が

必
要
で
す
）

【
問
】
企
画
政
策
課		

移
住
定
住
促
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
９

　

資
源
の
有
効
活
用
と
埋
め
立
て
ご
み
の
減

量
を
目
的
に
、
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
り
、

割
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
陶
磁
器
製
の
食
器

を
回
収
し
ま
す
。
回
収
し
た
食
器
は
工
場
で

粉
砕
さ
れ
、
陶
土
と
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
り
、

再
び
食
器
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

不
用
に
な
っ
た
食
器
は
捨
て
ず
に
今
か
ら

保
管
し
て
い
た
だ
き
、
回
収
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
な
お
、
回
収
で
き
る
食
器
の
種
類
な

ど
の
詳
細
は
、
後
日
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

《
回
収
日
》
10
月
24
日
（
日
）

《
回
収
場
所
》

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷

《
注
意
事
項
》

※
茶
し
ぶ
や
油
汚
れ
、
ほ
こ
り
汚
れ
が
つ
い

て
い
た
り
、
食
べ
物
や
シ
ー
ル
な
ど
が

付
着
し
て
い
る
食
器
は
、
洗
う
な
ど
し

て
き
れ
い
な
状
態
に
し
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
都
合
が
悪
く
持
ち
込
み
が
で
き
な

い
と
い
う
場
合
は
、
事
前
回
収
も
行
い

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
】
不
用
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
実
行
委
員
会

代
表
：
吉
井　

℡
（
６
２
）
７
４
１
２

塩
嶋　

℡
（
６
２
）
７
９
２
５

　

秋
の
農
繁
期
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
を
使
う
機
会
が
増

え
、
農
作
業
事
故
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

ま
た
、
残
暑
で
気
温
の
高
い
こ
と
も
予
想
さ

れ
て
お
り
、
熱
中
症
の
発
生
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

　

家
族
に
作
業
場
所
と
帰
宅
時
間
を
知
ら

せ
、
水
分
、
塩
分
な
ど
熱
中
症
対
策
を
十
分

に
行
い
、
ゆ
と
り
あ
る
計
画
と
無
理
の
な
い

作
業
で
農
作
業
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
】
産
業
振
興
課		

農
政
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
７

　

血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ず
、

長
期
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
十
分
に
確
保
し
て
お
く

に
は
、
常
に
誰
か
の
献
血
が
必
要
で
す
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
が
必
要
な
方
の

命
を
救
う
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

《
日
時
》
10
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

【
問
】
健
康
福
祉
課		

健
康
増
進
係

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

池
田
町
定
住
補
助
金

不
用
食
器
（
陶
磁
器
）
を
回
収
し
ま
す

　

池
田
町
空
き
家
バ
ン
ク

活
用
事
業
補
助
金　

農
作
業
中
の
事
故
に
ご
注
意
を

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

広報いけだ 14



池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】企画政策課		移住定住促進係　℡ 62-3129

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片付け・解体の補助制度が利用できます。
空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方、まずはお気軽に役場移住定住促進係まで
ご相談ください。
これまで登録 79 件のうち、売買 51 件、賃貸 8 件　成立しています。（令和 3年 7月末時点）

▲町 HP

▲ココスマ安曇野

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。

　

町
全
体
が
〝
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
〟
に
な
る

よ
う
に
、
ご
近
所
で
声
を
掛
け
あ
っ
て
私
た

ち
の
「
美
し
い
ま
ち
」
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

《
日
時
》
10
月
２
日
（
土
）

　
　

午
前
７
時
～
９
時
（
予
備
日
：
翌
日
）

《
作
業
内
容
（
一
例
）
》

・
県
道
歩
道
の
除
草

・
特
定
外
来
植
物
の
駆
除

・
町
道
の
除
草
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
清
掃

・
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
環
境
整
備

《
注
意
事
項
》

・
作
業
中
の
事
故
の
な
い
よ
う
、
安
全
第
一

で
お
願
い
し
ま
す
。

・
「
道
路
の
除
草
」
は
車
道
に
は
出
な
い
よ

う
注
意
し
、
刈
払
機
を
使
用
す
る
場
合

は
飛
石
対
策
を
万
全
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
除
草
し
た
草
は
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
特
定
外
来
植
物
は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。
駆
除
に
取
り
組
む

自
治
会
に
は
後
日
燃
え
る
ご
み
収
集
袋

を
配
布
し
ま
す
。

【
問
】
企
画
政
策
課		

町
づ
く
り
推
進
係

℡
（
６
２
）
３
１
２
９

　

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
を
中
心
に
、
県

下
に
お
い
て
「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》
10
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で
学
習
室
１

《
相
談
内
容
（
一
例
）
》

・
不
動
産
の
登
記
、
売
買
に
関
す
る
も
の

・
相
続
、
遺
言
に
関
す
る
も
の

・
ロ
ー
ン
な
ど
債
務
に
関
す
る
も
の

《
予
約
受
付
》

　

９
月
24
日
（
金
）
～
相
談
日
前
日

　

※
午
後
３
時
締
切

　

当
日
受
付
も
行
い
ま
す
が
、
事
前
予
約
の

方
が
優
先
で
す
の
で
、
な
る
べ
く
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
】

　

長
野
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部

担
当
：
菅
澤　

℡
（
２
３
）
７
８
５
５

　

近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
女
性
差
別
な
ど
の
心
配

ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

《
日
時
》
９
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

《
場
所
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
相
談
担
当
者
》
人
権
擁
護
委
員

【
問
】
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

℡
（
２
２
）
０
３
７
９

　

強
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
（
風
水

害
）
は
毎
年
全
国
各
地
で
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
気
象
情
報
に
注
意
し
、
災
害
の

兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
安
全
な
場
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

《
災
害
の
兆
候
（
例
）
》

・
立
木
の
裂
け
る
音
や
岩
の
流
れ
る
音
が
聞

こ
え
る
。

・
河
川
の
流
水
が
急
激
に
濁
り
、
流
木
が
混

ざ
っ
て
い
る
。

・
雨
が
止
ん
で
も
河
川
の
水
が
減
ら
な
い
。

【
問
】
北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

℡
（
６
２
）
０
１
１
９

　

広
報
８
月
号
掲
載
「
今
月
の
短
歌
」
に

て
、
間
違
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

◆
斉
藤
恵
子
さ
ん
の
短
歌

《
誤
》　

一
耳
も
目
も
～

《
正
》　

耳
も
目
も
～

司
法
書
士
無
料
相
談
に
つ
い
て

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
行
動
デ
ー
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
！　

先
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正
と
お
詫
び

「
人
権
特
設
相
談
所
」開
設
の
お
知
ら
せ

風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

広報いけだ 15
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
３
年
８
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
１
年
９
月
号
（N

o.659

）

《

有

料

広

告

欄

》

池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

5 日（日）
池田・松川 太田医院 62-1010

大町市内 最上整形外科クリニック 23-3300

12 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 菊地クリニック 21-2580

19 日（日）
池田・松川 松本クリニック 61-5151

大町市内 小野医院 22-0047

20 日（月）
池田・松川 せりざわクリニック 62-3000

大町市内 平林医院 22-2525

23 日（木）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 横澤内科医院 22-0371

26 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

5 日（日） オクハラデンタルクリニック 23-0500

12 日（日） あづみ野歯科 62-2332

19 日（日） いいざわ歯科医院 23-7050

20 日（月） 小谷歯科医院 82-2762

23 日（木） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

26 日（日） 小田切歯科医院 62-3134

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

5 日（日） 白樺薬局 62-0010

12 日（日）
キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

19 日（日） 池田土屋薬局 61-5021

20 日（月） フロンティア薬局安曇野店 61-5500

23 日（木） 松川とをしや薬局 61-1527

26 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

フロンティア薬局池田町店 61-4121

■ 9月の主な行事
期　　日 行　事　名
28 日（火） 高瀬中　体育祭

■ 9月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号
  4 日（土） 水野建設（株） 090-4602-2028

  5 日（日） （有）下里組 090-3558-4983

  11 日（土） （株）信濃熱学 0263-88-5706

  12 日（日） 佐藤設備 62-5320

  18 日（土） 穂高シェルクリエート（株） 090-7256-1727

  19 日（日） 朝日企画（株） 62-5607

  20 日（月） （有）アルテ長野 0263-83-6565

  23 日（木） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512

  25 日（土） （有）環境クリーンサービス 090-8773-4088

  26 日（日） （有）一本木建設 22-8498

■ 9月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
8月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,593人　（△22）
　　　男 4,666人　（△4）　　女　4,927人（△18）
●世帯数 4,057世帯（△4）

■ 9月の納税等
国保税・後期高齢③　　　　　　 【納期限 9 月 30 日】
※口座振替日は 9 月 28 日（火）です。前日までに残高の確認をお願いします。
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